








Ⅰ.共同研究 

慢性心疾患児においても健康増進と体力増強を考えるべきであるが,各疾患においてどこ

まで運動させてよいかが大きな問題である。従来先天性心疾患については大体の管理基準

ができているが,不整脈児については確立されたものはない。 

本年度は共同研究の一つとして不整脈児の管理基準がまとめられた。最近は学校心臓検診

において心電図を全員に記録する機会が多くなっているが,これらの児童の管理に有用な

ものと考えられる。 

また慢性心疾患児の心理指導についても共通のテーマとして検討が始められているが,と

くに術前術後の心理変化など従来不明の部分も多く,かなり長期の観察が必要と考えられ

る。 


